
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
風
景
式
庭
園
と

エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
（
下
）

桑
　
　
原
　
　
　
　
聡

　
　
　
　
五
　
「
航
海
」
m
ヨ
Φ
ζ
Φ
Φ
二
9
7
ユ

　
　
　
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
遺
稿
の
な
か
に
、
「
船
旅
」
ω
8
鼠
゜
。
①
な
い
し
は
「
女
王
の
島
」
ぎ
゜
・
9
α
自
内
α
巳
゜
q
ぼ
と
仮
題
を
つ
け
ら

　
　
れ
、
後
に
「
航
海
」
臣
器
ζ
8
婁
と
名
を
冠
さ
れ
て
出
版
さ
れ
た
作
品
が
あ
る
。
初
出
は
、
息
子
の
ヘ
ル
マ
ン
＝
¢
§
き
昌
く
。
旨

　
　
匪
9
・
巳
。
臣
が
編
集
し
た
全
集
の
第
二
版
、
第
三
巻
、
一
八
六
四
年
で
あ
る
。
ヘ
ル
マ
ン
は
こ
の
作
品
の
成
立
を
一
八
三
二
年
か

　
　
ら
四
四
年
の
間
、
す
な
わ
ち
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
ベ
ル
リ
ン
の
文
部
省
で
働
い
て
い
た
時
期
と
し
、
成
立
年
と
し
て
一
八
三
五

　
　
年
を
挙
げ
て
い
る
。
＊
一
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
こ
の
作
品
に
手
を
加
え
る
つ
も
り
で
い
た
が
、
果
た
せ
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
が

　
　
今
読
む
こ
と
の
で
き
る
の
は
初
稿
で
あ
る
。
，
二
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
な
お
か
つ
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
い
や
看
過

　
　
し
て
は
な
ら
な
い
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
こ
の
作
品
に
明
ら
か
に
す
る
の
が
本
論
孜
第
二
部
の
目
的
で
あ

7
5
@
　
る
。
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こ
の
作
品
は
、
一
五
四
〇
年
の
ス
ペ
イ
ン
船
に
よ
る
大
西
洋
航
海
を
扱
っ
て
い
る
。
ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル
フ
が
一
八
三
五
年
と
い

　
　
う
年
に
、
何
故
大
航
海
時
代
の
冒
険
諦
を
自
作
の
題
材
に
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
。

　
　
　
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
一
四
九
二
年
の
カ
リ
ブ
諸
島
の
「
発
見
」
以
降
植
民
地
征
服
競
争
が
急
速
に
始
ま
る
。
大
航
海
時
代
に
は
ス
ペ

　
　
イ
ン
が
西
イ
ン
ド
諸
島
、
中
南
米
を
征
服
し
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
を
拠

　
　
点
に
香
料
貿
易
を
行
い
富
を
築
い
た
。
そ
の
後
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
が
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
帝
国

　
　
に
挑
み
、
ア
メ
リ
ヵ
大
陸
へ
の
植
民
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
貿
易
に
よ
っ
て
支
配
権
を
握
る
こ
と
に
な
る
。

輯
　
　
そ
の
過
程
で
イ
ギ
リ
ス
は
北
ア
メ
リ
カ
、
イ
ン
ド
大
陸
に
お
い
て
覇
権
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
，
三

　
1
1@
　
西
欧
に
よ
る
経
済
的
植
民
地
化
の
み
な
ら
ず
「
世
界
」
の
科
学
的
認
識
と
西
欧
に
よ
る
異
文
化
表
象
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
な

第　
　
ん
と
い
っ
て
も
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
一
七
六
八
年
か
ら
一
七
七
九
年
に
至
る
太
平
洋
探
査
で
あ
る
。
ク
ッ
ク
の
航
海
は
ア
イ

究研
　
　
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
た
ん
な
る
冒
険
で
は
な
か
っ
た
。
「
そ
れ
は
空
間
を
移
動
し
な
が
ら
、
認
識
を
積

学
　
　
み
重
ね
て
い
く
経
験
で
あ
っ
た
。
ク
ッ
ク
の
航
海
は
、
無
謀
な
冒
険
で
は
な
く
、
計
画
さ
れ
た
知
的
な
活
動
で
あ
る
。
そ
の
こ
ろ

科文
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
知
的
な
活
動
を
つ
う
じ
て
地
球
を
「
世
界
」
と
し
て
認
識
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」
，
四
ク
ッ
ク
の
航
海

人
　
に
よ
っ
て
南
太
平
洋
は
正
確
に
地
図
化
さ
れ
、
太
平
洋
は
地
理
学
的
「
空
白
」
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
。
地
球
は
ヨ
ー
白
ッ
パ
人

　
　
の
眼
を
通
し
て
視
覚
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
南
太
平
洋
の
、
ほ
と
ん
ど
裸
の
ま
ま
の
自
然
に

　
　
近
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
未
開
人
、
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
」
と
の
遭
遇
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
「
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
」
を
観
察
．
記
述

　
　
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
来
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
よ
る
、

　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
基
準
と
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ヴ
の
表
象
化
が
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
，
五
こ
の
異
文
化
表
象
は
後
に
詳
し
く

　
　
見
る
よ
う
に
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
こ
の
作
品
を
も
覆
っ
て
い
る
。
，
六

　
　
　
　
一
八
世
紀
半
ば
に
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
に
よ
り
植
民
地
主
義
は
新
た
な
展
開
を
見
る
。
産
業
革
命
は
商
品
貿
易
、
奴



　
　
馨
易
・
輸
出
市
場
に
加
え
・
生
産
力
の
急
成
長
が
必
然
と
す
る
販
路
拡
大
と
原
料
供
給
の
た
め
に
、
さ
ら
に
植
民
地
獲
得
競
争

　
　
を
推
進
し
た
・
イ
ギ
リ
ス
の
後
を
追
い
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ッ
が
、
そ
し
て
後
に
は
呆

　
　
が
植
民
地
覆
競
争
に
参
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
天
○
○
年
か
ら
七
八
年
ま
で
の
間
に
欧
米
列
強
に
よ
る
全
陸
地
面
積
支
配
は
、

卵
三
五
％
か
ら
六
七
％
に
拡
大
し
、
天
九
・
年
代
に
行
わ
れ
た
列
強
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
分
割
に
よ
り
支
配
陸
地
面
積
は
一
九
面

以
年
に
は
実
に
約
八
五
％
に
達
す
る
こ
と
に
な
る
。
、
・
こ
の
よ
う
な
過
程
の
中
で
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
は
サ

イ》
　
イ
ー
ド
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

功
ド
イ
ッ
の
植
民
縫
得
競
争
参
加
は
他
の
欧
米
諸
国
に
遅
れ
、
ド
イ
ッ
帝
国
成
立
後
、
天
八
・
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
．

臥
天
七
九
年
に
サ
モ
ア
諸
島
・
一
八
八
四
年
に
は
南
西
ア
フ
リ
カ
が
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
っ
て
保
護
領
と
さ
れ
、
入
五
年
に
は
東
ア

騰
フ
リ
カ
が
・
そ
の
後
ヵ
メ
ル
↓
・
ト
ー
1
、
南
洋
諸
島
が
続
い
た
．
．
・

嘱
　
従
っ
て
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
大
航
海
時
代
を
作
品
の
素
材
に
す
る
に
あ
た
っ
て
ド
イ
ッ
の
植
民
地
主
義
が
な
ん
ら
か
の
影
響

判
を
与
え
た
と
は
先
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
毛
九
八
～
九
九
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
エ
ジ
プ
ト
遠
征
、
そ
し
て
そ
の
学
問
的

イ
肪
記
述
二
入
〇
九
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
全
壬
一
春
と
い
う
膨
大
な
数
で
出
版
さ
れ
た
、
コ
国
が
他
国
を
集
団
的
に
大
規
模
に

獅
占
有
し
よ
う
と
す
る
企
て
」
と
サ
イ
養
が
名
づ
け
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
『
モ
ン
プ
ト
誌
』
の
．
ミ
，
．
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支

防
　
配
の
ニ
ュ
ー
ス
は
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
耳
に
も
達
し
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
航
海
記
』
（
因
み
に
ド
ン
．

ρ
デ
ィ
エ
ゴ
は
コ
。
ン
ブ
ス
の
息
子
の
名
で
あ
る
）
、
さ
ら
に
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
航
海
記
、
『
ブ
毒
ン
ヴ
ィ
ル
航
海
記
』
、

靴
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
第
二
回
航
海
に
同
行
し
た
G
ラ
ォ
ル
ス
タ
ム
世
界
周
航
』
（
英
茎
七
七
七
年
、
独
茎
七
七
八
～

　
　
　
八
〇
年
）
等
＋
七
゜
＋
八
世
紀
に
数
多
く
出
版
さ
れ
た
航
海
記
、
一
七
一
九
年
に
出
版
さ
れ
た
冒
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
⊥

　
　
　
の
影
響
を
受
け
て
ド
イ
ッ
で
数
々
書
か
れ
た
・
ビ
ン
ソ
ナ
L
ア
（
『
予
感
と
現
在
』
で
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
カ
ン
ペ
の
『
。
ビ
ン

7
7
@
　
ソ
ン
ニ
世
』
に
触
れ
て
い
る
‡
）
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
啓
蒙
主
義
の
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
批
判
す
る
た
め
に
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未
開
の
島
．
土
地
を
舞
台
と
し
た
「
善
良
な
る
未
開
人
」
O
口
8
≦
一
α
o
の
小
説
が
多
く
書
か
れ
た
こ
と
、
そ
の
後
文
明
批
判
が
エ

　
　
グ
ゾ
テ
イ
シ
ズ
ム
に
変
質
し
て
い
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
一
入
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
、
±
に
一
つ
の
際
立
っ
た

　
　
経
過
点
を
な
す
こ
と
に
な
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
「
航
海
」
と
取
り
組
ん
で
い
た
一
八
三
五
年
前

　
　
後
に
は
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
容
易
に
推
測
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
，
＋
二

　
　
　
「
航
海
」
、
＋
三
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
一
五
四
〇
年
と
さ
れ
る
ス
ペ
イ
ン
船
の
大
西
洋
航
海
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
、

　
　
主
人
公
ア
ン
ト
ニ
オ
の
航
海
の
中
に
彼
の
叔
父
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
が
一
五
一
〇
年
に
行
っ
た
冒
険
課
が
組
み
込
ま
れ
る
と
い
う
枠

輯
　
　
構
造
を
形
成
し
て
い
る
。

　剃
　
一
五
四
〇
年
、
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
の
船
ヲ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
L
は
船
長
ア
ル
バ
レ
ス
に
率
い
ら
れ
て
船
出
し
た
。
そ
の
目
的
は

究
　
　
「
新
し
い
土
地
を
力
ず
く
で
発
見
す
る
」
こ
と
に
あ
っ
た
。
サ
ラ
マ
ン
カ
出
の
貧
し
い
学
生
ド
ン
・
ア
ン
ト
ニ
オ
は
「
世
界
を
見

研
　
　
る
」
た
め
に
、
そ
し
て
三
十
年
前
に
出
航
し
た
ま
ま
杳
と
し
て
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
て
い
る
叔
父
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
消
息
を
得

酵
よ
う
と
同
船
し
て
い
た
．
船
は
子
午
線
．
・
・
を
整
大
西
洋
に
出
、
ア
メ
リ
カ
へ
と
向
か
っ
た
が
速
い
潮
流
に
方
向
を
逸
ら
さ
れ
・

文
　
行
く
方
の
わ
か
ら
ぬ
方
角
に
流
さ
れ
る
。
二
日
間
さ
わ
や
か
な
風
を
受
け
、
滑
る
よ
う
に
海
面
を
走
っ
て
い
た
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ

人
は
突
然
凪
に
襲
わ
れ
、
そ
の
ま
ま
蓬
間
近
く
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
・
そ
》
」
は
海
の
底
ま
で
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
ほ
ピ
透

　
　
明
な
海
で
あ
る
。
あ
る
日
の
夕
刻
、
微
か
に
風
が
起
こ
り
、
帆
が
風
を
受
け
て
徐
々
に
膨
れ
あ
が
り
、
船
は
軋
み
始
め
る
。
と
そ

　
　
の
時
見
張
り
が
「
陸
地
だ
1
」
と
叫
ぶ
。
彼
ら
は
海
図
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、
「
名
も
知
ら
ぬ
香
草
と
花
が
放
つ
爽
や
か
な
香

　
　
り
」
に
包
ま
れ
、
椰
子
の
木
の
生
い
茂
る
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
島
に
漂
着
し
た
の
だ
っ
た
。

　
　
　
船
長
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
と
ア
ン
ト
ニ
オ
は
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
島
に
向
か
う
。
ボ
ー
ト
は
潮
に
流
さ
れ
座
礁
し
粉
微
塵
に
な
る
が
、

　
　
二
人
は
危
う
く
難
を
逃
れ
上
陸
に
成
功
す
る
。
最
初
に
上
っ
た
頂
の
上
で
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
「
こ
の
島
を
、
そ
の
す
べ
て
の
入
り

　
　
江
と
山
々
と
そ
れ
に
属
す
る
一
連
の
島
々
共
々
占
有
す
る
、
と
厳
か
に
」
宣
言
す
る
。
「
野
蛮
人
ど
も
」
9
°
。
≦
ま
⑦
O
o
°
ゆ
厳
α
9
を



　
　h
激
し
な
い
か
と
火
を
焚
く
こ
と
も
鉄
砲
を
撃
つ
こ
と
も
罫
ず
、
二
人
は
よ
り
広
い
視
界
を
求
め
て
高
い
山
を
目
指
す
．
そ
の

　
　
途
中
二
人
は
野
蛮
な
未
開
人
の
一
団
が
火
を
手
に
円
を
描
い
て
踊
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
、
驚
く
。
未
開
人
た
ち
は
踊
り
な
が
ら

　
　
あ
る
時
は
盾
を
ぶ
つ
け
合
い
・
あ
る
時
は
た
い
ま
つ
を
ぶ
つ
け
「
飛
び
散
る
火
花
が
彼
ら
を
火
の
雨
の
よ
う
に
取
り
巻
」
く
。
そ

珊
の
真
ん
中
に
天
の
女
の
姿
が
見
え
る
．
「
そ
の
美
し
い
体
は
全
体
を
長
い
巻
き
毛
に
覆
わ
れ
、
腕
、
頭
、
胸
は
き
ら
き
ら
輝
く
装

以
飾
品
と
野
生
の
琶
先
で
飾
ら
れ
三
い
る
。
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
ウ
ェ
ヌ
ス
だ
と
雪
口
い
張
軌
、
二
人
は
驚
い
て
浜
に
逃
げ
帰
っ
た

イ

嚇
と
襲
輝
媚
黙
餐
と
の
遭
遇
を
報
告
す
る
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
餐
の
「
王
」
の
－
墓
朝
量
敢

陞
な
部
下
を
派
遣
す
る
こ
と
に
す
る
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
、
が
ら
く
た
の
贈
り
物
を
担
が
せ
、
緋
の
マ
ン
ト
で
着
飾
り
。
バ
に
乗
っ

騰
≦
行
を
率
い
る
・
山
の
奥
馨
に
あ
る
「
王
」
の
居
城
暑
い
た
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
ア
ン
ト
ニ
オ
が
作
成
し
た
原
稿
を
も
と
に

嘱
演
説
を
始
め
る
が
・
「
王
」
は
突
然
金
を
ば
ら
ま
く
。
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
は
金
を
拾
お
う
と
や
っ
き
に
な
り
、
仲
間
同
士
で
喧
嘩
を

判
始
め
・
大
混
乱
に
陥
る
・
そ
う
す
る
間
に
原
住
民
た
ち
は
彼
ら
を
包
囲
す
る
。
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
機
転
で
彼
ら
は
か
ろ
、
つ
じ
て
包

イ肪
囲
を
脱
す
る
・
ほ
う
ほ
う
の
体
で
彼
ら
は
夜
、
再
び
浜
の
上
陸
地
点
に
帰
り
着
く
。
仲
間
と
は
ぐ
れ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
も
帰
還
す
る
。

㈱
　
ア
ン
ト
ニ
オ
が
出
会
っ
た
女
の
話
を
聞
い
た
サ
ン
チ
ェ
ス
は
天
彼
女
を
捜
し
に
行
く
。
し
か
し
彼
女
を
発
見
し
た
そ
の
時
、

陶
物
音
を
立
て
原
住
民
を
起
し
て
し
ま
い
戦
い
と
な
る
・
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
た
ち
の
い
る
浜
ま
で
戻
っ
て
く
る
が
、
サ
ン
チ
ェ
ス
は
加

ρ
勢
む
な
し
く
倒
れ
る
・
戦
い
は
激
し
さ
を
増
し
、
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
が
死
を
覚
悟
し
た
そ
の
時
、
「
輝
く
死
者
の
飾
り
」
を
身
に
つ

靴
け
た
「
ウ
ェ
ヌ
ス
」
が
現
れ
・
原
住
民
た
ち
は
額
ず
き
、
そ
の
間
に
女
は
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
を
舟
に
逃
が
し
、
自
ら
も
同
行
す
る
．

　
　
　
　
海
に
逃
れ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
た
ち
は
、
翌
朝
、
も
う
一
つ
の
島
に
遭
遇
す
る
。
水
や
食
料
を
補
給
し
、
船
の
修
理
を
す
る
た
め
に

　
　
　
皮
ら
よ
こ
の
島
に
数
日
滞
在
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
島
で
一
行
は
「
隠
者
」
、
す
な
わ
ち
三
十
年
前
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
ア
ン

　
　
　
そ
　
　
　
　
こ

四
ト
ニ
オ
の
叔
父
ド
ン
゜
デ
ィ
エ
ゴ
と
出
会
・
つ
。
「
隠
者
」
は
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
と
ア
ン
ト
ニ
オ
の
た
っ
て
の
願
い
に
自
ら
の
体
験
を
話
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す
。

　
　
　
「
ム
ー
ア
人
の
最
後
の
支
配
も
殿
た
れ
た
，
圭
（
…
）
。
当
時
私
は
ま
だ
若
か
っ
た
。
波
間
を
見
て
い
る
と
、
花
咲
き
に
お
う

　
　
島
々
を
従
え
黄
金
の
塔
に
囲
ま
れ
た
驚
異
の
王
国
が
昼
も
目
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
だ
っ
た
ー
か
く
し
て
そ
の
王
国
を
征

　
　
服
せ
ん
と
喜
び
勇
ん
で
一
艘
の
船
を
礒
装
し
た
の
だ
っ
た
」
と
デ
ィ
エ
ゴ
は
語
り
出
す
。
出
帆
後
デ
ィ
エ
ゴ
た
ち
は
と
あ
る
島
を

　
　
発
見
す
る
。
朝
を
待
っ
て
彼
ら
は
島
の
探
索
を
始
め
る
。
断
崖
の
谷
間
に
村
を
見
つ
け
る
が
そ
こ
に
は
人
っ
子
一
人
い
な
い
。
そ

　
　
の
晩
は
海
岸
に
墾
塁
を
作
り
大
砲
を
船
か
ら
運
び
出
し
て
据
え
付
け
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
る
。
未
明
に
彼
ら
は
「
髪
を
な

輯
　
　
び
か
せ
た
女
」
に
率
い
ら
れ
た
「
野
蛮
人
」
9
0
≦
巴
o
昌
に
襲
撃
さ
れ
る
が
、
大
砲
に
よ
っ
て
彼
ら
を
か
ら
く
も
撃
退
す
る
。

　剃
　
サ
ン
チ
ェ
ス
同
様
、
「
デ
ィ
ア
ナ
」
に
比
せ
ら
れ
た
「
女
王
」
に
魅
入
ら
れ
た
ア
・
ン
ゾ
は
一
行
を
離
れ
、
「
女
王
」
を
求
め
て

究
　
山
に
入
る
。
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
は
彼
を
捜
し
、
船
を
岸
に
沿
っ
て
航
行
さ
せ
る
。
未
明
、
と
あ
る
山
に
囲
ま
れ
た
谷
に
一
行
は
宿

研
　
営
す
る
。
敵
意
の
な
い
証
拠
に
彼
ら
は
陣
営
を
そ
の
土
地
で
平
和
の
印
と
見
な
さ
れ
て
い
る
樹
の
枝
で
飾
る
。
そ
こ
に
朝
の
太
陽

騨
と
と
も
に
数
限
り
な
い
嚢
人
L
の
一
行
が
「
女
王
」
を
先
頭
に
や
っ
て
来
る
．
塗
し
て
最
初
の
平
和
裡
の
雛
が
行
わ
れ

文
　
　
る
。

人
　
　
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
は
「
女
王
」
と
そ
の
部
族
を
「
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
島
を
女
王
と
と
も
に
支
配
」
し
よ
う
と
決
か
し
・
島

　
　
を
見
渡
す
岬
に
「
堅
き
砦
」
。
ぎ
。
審
゜
・
8
じ
d
震
α
。
を
造
ら
せ
る
。
だ
が
砦
の
落
成
式
の
前
日
の
夜
に
「
女
王
」
た
ち
か
ら
不
意
打
ち
を

　
　
喰
ら
う
。
彼
ら
は
乾
燥
し
き
っ
た
野
に
火
を
放
ち
、
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
ら
一
隊
は
野
火
の
中
を
命
か
ら
が
ら
浜
に
た
ど
り
着
く
。

　
　
し
か
し
浜
で
は
「
女
王
」
が
丁
度
酋
長
た
ち
と
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
船
か
ら
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
双
方
激
し
い
戦
い
の

　
　
末
、
ド
ン
・
デ
イ
エ
ゴ
は
「
女
王
」
を
腕
に
抱
き
、
残
っ
た
わ
ず
か
な
部
下
た
ち
と
ボ
ー
ト
で
船
に
戻
る
。
縛
ら
れ
た
「
女
王
」

　
　
は
追
っ
て
き
た
「
野
蛮
人
た
ち
」
に
船
か
ら
離
れ
る
よ
う
命
令
す
る
。
そ
の
直
後
船
は
火
に
覆
わ
れ
火
薬
庫
が
爆
発
す
る
。
ひ
と

　
　
り
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
み
助
か
り
、
こ
の
島
に
た
ど
り
着
く
。



　
　
　
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
正
体
が
判
り
、
さ
ら
に
ア
ン
ト
ニ
オ
た
ち
を
逃
が
し
た
少
女
が
か
の
「
女
王
」
の
姪
で
あ
る
こ
と
が
判
明

　
　
す
る
。
そ
し
て
一
行
が
出
会
っ
た
狂
っ
た
ス
ペ
イ
ン
人
が
ア
ロ
ン
ゾ
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。

　
　
　
こ
の
恐
ろ
し
い
話
を
聞
き
終
え
て
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
一
行
は
再
び
故
郷
に
帰
る
こ
と
に
決
す
る
。
「
か
く
し
て
皆
は
異
ロ
同
音
に
、

期
　
新
世
界
を
と
り
あ
え
ず
は
発
見
し
な
か
っ
た
こ
と
に
し
古
き
良
き
世
界
に
陽
気
に
戻
る
こ
と
に
決
し
た
。
」

頭
　
　
島
に
留
ま
る
こ
と
を
望
ん
だ
ド
ン
゜
デ
ィ
エ
ゴ
を
残
し
ア
ン
ト
ニ
オ
一
行
は
ス
ペ
イ
ン
を
目
指
し
て
船
出
す
る
。
「
し
か
し
徐
々

イ方
　
　
に
消
え
去
り
ゆ
く
島
の
岩
場
に
デ
ィ
エ
ゴ
は
立
ち
、
も
う
一
度
陽
気
な
連
中
に
祝
福
を
与
え
た
。
私
た
ち
も
ま
た
彼
ら
に
背
後
か

σ
　
　
ら
良
き
旅
を
と
声
を
か
け
よ
う
。
」

と魍
　
　
以
上
が
粗
筋
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
大
西
洋
を
舞
台
に
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ペ
ー
タ
ー
．
シ
ュ
ニ
ー
ダ
ー
の
指
摘
し
て
い
る

獄
　
　
よ
う
に
、
そ
の
テ
ー
マ
か
ら
す
れ
ば
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
お
馴
染
み
の
基
本
構
造
を
示
し
て
い
る
。
異
教
と
キ
リ
ス
ト
教
、
エ
ロ

風ス
　
ス
の
誘
惑
と
そ
れ
か
ら
の
救
済
、
異
郷
と
故
郷
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
こ
の
作
品
に
見
い
だ
す
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
新
し
い
も
の

リ
揮
　
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
を
離
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と

るけ
　
異
文
化
の
接
触
を
描
い
た
点
に
あ
る
。
．
＋
六
こ
の
接
触
が
い
か
に
描
か
れ
て
い
る
か
を
少
し
く
詳
し
く
見
て
お
き
た
い
。

お
π
　
　
先
ず
最
初
に
私
た
ち
の
注
意
を
引
く
の
は
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
先
ず
強
調
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、

レ
D
　
　
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
作
品
一
般
か
ら
受
け
る
印
象
と
は
異
な
っ
て
、
彼
ら
は
決
し
て
キ
リ
ス
ト
教
文
明
の
伝
道
師
と
し
て
称
揚

ン

ェ
　
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
の
征
服
欲
と
伝
道
の
使
命
は
グ
ロ
テ
ス
ク
に
も
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
る
。

ヒ
刃
　
こ
の
作
品
の
冒
頭
で
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
以
下
の
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
が
「
新
し
い
土
地
を
力
ず
く
で
発
見
す
る
」
ヨ
ぽ
O
。
≦
聾
器
器

　
　
霊
巳
臼
窪
a
8
冨
昌
た
め
に
出
帆
し
た
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
、
最
初
の
島
を
発
見
し
た
と
き
禿
鷲
O
¢
属
が
現
れ
船
員
た
ち
が
そ
れ
を
凶
兆
と
し
て
恐
れ
上
陸
を
躊
躇
う

8
1
@
の
を
見
て
そ
れ
を
銃
で
撃
つ
。
致
命
傷
を
負
い
な
が
ら
島
に
向
か
う
禿
鷲
を
見
や
り
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
言
う
、
「
主
人
が
来
た
と
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島
に
告
げ
よ
」
と
。
そ
し
て
上
陸
し
島
の
最
初
の
頂
に
登
る
や
否
や
、
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
剣
を
抜
き
大
地
に
突
き
刺
し
、
「
こ
の
島

　
　
を
、
そ
の
す
べ
て
の
入
り
江
と
山
々
と
そ
れ
に
属
す
る
一
連
の
島
々
共
々
占
有
す
る
、
と
厳
か
に
」
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
島
の
領
有
宣
言
は
、
み
す
ぼ
ら
し
い
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
の
船
「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
」
で
や
っ
て
き
た
、
こ
れ
ま
た
み
す
ぼ
ら

　
　
し
い
船
長
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
が
貧
乏
学
生
ア
ン
ト
ニ
オ
の
み
を
供
に
執
り
行
う
。
こ
の
儀
式
は
そ
の
あ
ま
り
に
も
大
げ
さ
な
身
振
り

　
　
と
厳
粛
さ
の
故
に
笑
い
を
誘
わ
ず
に
は
い
な
い
が
、
実
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
以
来
の
伝
統
を
持
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
一
四
九
二
年
八
月
三
日
パ
ロ
ス
港
を
三
艘
の
船
で
出
帆
し
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
十
月
十
二
日
夜
の
二
時
頃
、
現
在
の
バ
ハ
マ
諸
島

輯
　
　
の
ウ
ォ
ト
リ
ン
グ
島
に
到
達
し
た
。
翌
日
、
夜
が
明
け
て
か
ら
コ
ロ
ン
ブ
ス
一
行
は
島
に
上
陸
し
領
有
を
宣
言
す
る
。
『
コ
ロ
ン
ブ

　
1
ー@
ス
航
海
誌
』
に
は
次
の
記
述
が
あ
る
。

第
　
　
　
　
　
　
　
カ
ピ
タ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ス
ク
リ
バ
ー

究
　
　
　
「
提
督
は
、
二
人
の
船
長
を
は
じ
め
、
上
陸
し
た
者
達
、
お
よ
び
船
隊
の
記
録
官
で
あ
る
、
ロ
ド
リ
ゴ
．
デ
．
エ
ス
コ
ベ
ー
ド
、

研
　
な
ら
び
に
ロ
ド
リ
ゴ
・
サ
ン
チ
ェ
ス
・
デ
・
セ
ゴ
ビ
ア
を
呼
ん
で
、
彼
が
、
い
か
に
し
て
こ
の
島
を
そ
の
主
君
で
あ
る
国
王
な
ら

酵
び
に
女
王
の
た
め
に
、
並
居
る
者
の
面
前
で
占
有
せ
ん
と
し
、
ま
た
妻
こ
の
地
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
証
書
に
委
細
記
さ
れ

文
　
る
よ
う
に
、
必
要
な
宣
言
を
行
っ
て
こ
れ
を
占
有
し
た
か
を
立
証
し
、
証
言
す
る
よ
う
に
と
の
べ
た
。
」
、
＋
七

人
　
　
　
こ
の
領
有
の
宣
言
は
一
体
誰
に
向
か
っ
て
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
同
胞
の
ス
ペ
イ
ン
人
で
は
な
い
ら
ウ
ォ
ト

　
　
リ
ン
グ
島
の
先
住
民
に
対
し
て
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
語
を
解
さ
な
い
島
民
に
対
し
て
ス
ペ
イ
ン
語
で
領
有
を
宣
言
し
、
あ
ま
つ
さ

　
　
え
そ
れ
を
文
書
と
し
て
残
す
た
め
に
記
録
官
に
書
き
留
め
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
属
す
る
文
化
圏
が
法

　
　
的
根
拠
と
し
て
文
書
に
よ
る
記
録
を
求
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
明
ら
か
に
欺
購
が
あ
る
。
島
民
の
解
さ
な
い
ス
ペ
イ

　
　
ン
語
を
使
用
し
て
反
駁
さ
れ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
領
有
を
宣
言
す
る
と
は
、
法
的
形
式
主
義
の
ペ
テ
ン
で
あ
る
。

　
　
　
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
そ
の
「
不
合
理
」
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
「
驚
異
」
の
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
を
用
い
て
い
る
と

　
　
指
摘
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
の
言
葉
を
引
く
。



　
　
　
「
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
そ
の
儀
式
（
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
行
っ
た
形
式
に
の
っ
と
っ
た
領
有
宣
言
の
法
的
儀
式
の
こ
と
”
著
者
注
）
の

　
　
中
心
に
は
一
つ
の
欠
陥
、
一
つ
の
不
合
理
が
存
在
し
て
い
た
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
、
実
際
に
は
起
こ
り
え
な
か
っ
た
と
想
像
し
う

　
　
る
こ
と
で
あ
る
が
、
拒
絶
の
行
為
の
可
能
性
が
悲
喜
劇
的
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
て
い
た
ー
『
そ
し
て
わ
た
し
は
反
駁
さ
れ
ま
せ

珊
　
　
ん
で
し
た
』
（
気
き
ヨ
o
㌘
似
8
葺
帥
α
ざ
ぎ
）
。
そ
の
法
的
な
宣
言
は
、
徹
底
的
な
形
式
主
義
の
精
神
で
行
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ

畝
　
る
が
、
そ
の
形
式
主
義
は
そ
の
後
に
情
緒
的
・
知
的
空
白
、
穴
を
残
す
。
そ
の
穴
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
の
読
者
を
、

イ芳
笑
い
も
し
く
は
涙
へ
と
引
き
寄
せ
、
さ
ら
に
ス
ペ
イ
ン
が
行
っ
た
主
張
の
A
・
法
性
を
疑
、
つ
こ
ど
へ
と
引
き
つ
け
か
ね
な
い
。
コ
。

矧
　
　
ン
ブ
ス
は
、
読
者
を
驚
き
の
方
へ
と
引
き
寄
せ
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
演
じ
ら
れ
た
占
有
の
儀
式
の
中
心
に
あ
る
そ
の
空
隙
を
、

と園
　
実
際
に
埋
め
て
く
れ
る
驚
異
の
意
識
で
あ
る
。
」
、
夫

　賦
　
　
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
航
海
誌
に
頻
出
す
る
「
驚
異
」
と
い
う
言
葉
と
占
有
の
法
的
儀
式
の
関
係
に
着
目
し
、

嘱
「
驚
異
」
が
コ
。
ン
ブ
ス
に
あ
っ
て
は
領
有
宣
一
言
に
内
在
す
る
「
不
合
理
」
を
隠
蔽
す
る
働
き
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

リギ
　
　
い
る
。
「
驚
異
」
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
贈
り
物
な
の
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ
ト
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
を
例
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

イ脆
　
　
人
が
新
世
界
に
対
し
て
そ
の
発
見
期
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
か
を
そ
の
著
書
で
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え

㈱
れ
ば
・
ヨ
↓
ッ
パ
人
は
他
者
・
異
質
な
る
も
の
と
の
最
初
の
接
触
に
際
し
て
何
故
そ
れ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
で
な
く
支
配
、

フ
柳
　
領
有
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
ト
ド
ロ
フ
、
＋
九
を
導
い
て
い
た
知
的
関
心
で
も
あ
っ
た
。
そ

ン

ェ
　
し
て
こ
の
こ
と
が
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
小
品
を
読
む
こ
と
の
意
義
で
も
あ
る
。

ヒ
胃
　
　
だ
が
結
論
を
急
が
な
い
こ
と
に
し
よ
う
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
作
品
に
お
け
る
領
有
宣
言
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
そ
れ
と
比
べ
て

　
　
ど
う
か
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
場
合
む
き
出
し
の
占
有
欲
は
「
隠
蔽
」
さ
れ
る
こ
と
な
く
露
骨
に
現
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
領

　
　
有
を
宣
言
す
る
の
が
力
の
象
徴
と
は
お
よ
そ
正
反
対
の
貧
弱
な
船
の
み
す
ぼ
ら
し
い
船
長
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
の
描
写

8
3
@
は
そ
の
意
図
の
露
骨
さ
に
お
い
て
グ
ロ
テ
ス
ク
で
あ
り
、
そ
の
現
実
離
れ
に
お
い
て
滑
稽
の
印
象
を
与
え
る
。
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ま
た
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
は
島
の
王
を
公
式
に
初
め
て
訪
問
し
た
際
に
、
島
の
王
が
投
げ
与
え
た
金
に
目
が
眩
み
、
危
う
く
身
を

　
　
滅
ぼ
す
危
険
を
招
き
も
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
を
茶
化
す
点
に
お
い
て
こ
の
箇
所
の
描
写
に
優
る
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
「
道
化
に
も
見
ま
ご
う
連
中
（
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
の
こ
と
1
1
筆
者
注
）
は
で
き
う
る
限
り
身
を
飾
り
行
列
に
加
わ
っ
た
。
先
頭
に

　
　
は
旗
を
掲
げ
た
兵
士
の
一
団
。
（
：
・
）
そ
の
後
に
は
何
人
か
の
水
丘
ハ
た
ち
が
続
き
、
王
の
た
め
の
贈
り
物
を
担
架
に
載
せ
て
い

　
　
た
。
そ
れ
は
、
平
鍋
、
壊
れ
た
料
理
釜
、
そ
し
て
貧
し
い
船
内
か
ら
集
め
ら
れ
る
限
り
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
古
い
が
ら
く
た
で
あ
っ

　
　
た
。
そ
の
次
に
は
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
自
身
が
続
い
た
。
彼
は
野
蛮
人
ど
も
に
威
風
あ
た
り
を
払
う
が
ご
と
き
印
象
を
与
え
る
た
め
に

輯
　
船
の
ロ
バ
に
乗
り
、
大
き
な
総
婁
を
か
ぶ
り
、
古
い
幅
広
の
緋
色
の
マ
ン
ト
を
身
に
纏
っ
た
。
そ
の
マ
ン
ト
は
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
と

　
1
ー@
　
ロ
バ
を
す
っ
か
り
覆
い
隠
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ひ
ょ
ろ
り
と
し
た
痩
身
の
男
が
竹
馬
に
乗
っ
て
緑
の
野
を
行
く
が
ご
と
く
に
見

第　
　
え
た
。
ふ
と
っ
ち
ょ
の
船
の
料
理
番
は
、
し
か
し
、
小
姓
の
身
な
り
に
飾
り
立
て
ら
れ
、
海
か
ら
吹
く
爽
や
か
な
風
が
き
ち
き
ち

究研
　
　
の
羽
根
飾
り
の
つ
い
た
平
帽
子
を
今
に
も
吹
き
飛
ば
し
て
し
ま
い
そ
う
で
た
い
そ
う
困
惑
し
て
い
た
。
他
方
ロ
バ
は
ど
こ
吹
く
風

榊
と
落
ち
着
い
て
時
々
新
鮮
な
草
を
旦
杯
に
食
ん
で
い
た
．
」
，
二
．

文
　
　
彼
ら
を
迎
え
る
島
の
王
は
、
「
肩
に
堂
々
た
る
羽
毛
の
マ
ン
ト
を
纏
い
、
頭
に
は
金
鶏
の
よ
う
に
色
と
り
ど
り
の
青
サ
ギ
の
羽
根

人
　
飾
り
を
」
被
り
、
「
黄
金
の
腕
輪
」
を
し
た
「
若
く
、
背
の
高
い
、
細
身
の
男
」
で
あ
る
。
，
二
＋
一
こ
の
王
も
ま
た
ス
ペ
イ
ン
人
同

　
　
様
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
椰
楡
の
眼
差
し
を
免
れ
る
こ
と
は
な
い
。
若
き
王
は
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
総
鍵
に
格
別
の
関
心
を
抱
く
。

　
　
「
彼
（
1
1
王
・
筆
者
注
）
は
そ
れ
（
“
総
霞
・
筆
者
注
）
を
長
い
間
凝
視
し
て
い
た
、
白
目
ば
か
り
が
目
に
つ
く
ほ
ど
に
。
」
ア
ル

　
　
ヴ
ァ
レ
ス
が
ア
ン
ト
ニ
オ
が
草
稿
を
作
っ
て
く
れ
た
挨
拶
の
辞
を
「
仰
々
し
く
」
ヨ
騨
゜
Q
δ
ゆ
o
ヨ
〉
蕊
一
き
α
o
読
み
上
げ
る
と
王
は
も

　
　
は
や
自
制
で
き
な
い
。
「
彼
（
“
王
・
筆
者
注
）
は
好
奇
心
を
抑
え
き
れ
ず
槍
で
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
婁
を
突
い
て
み
た
、
す
る
と
自

　
　
ら
驚
い
た
こ
と
に
そ
れ
を
本
当
に
挨
拶
の
辞
を
読
み
上
げ
て
い
た
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
の
頭
か
ら
持
ち
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
、
大
喜

　
　
び
で
目
を
輝
か
せ
後
ろ
を
向
き
、
槍
の
先
に
塁
を
高
々
と
掲
げ
そ
れ
を
一
同
の
者
た
ち
に
示
し
た
。
荒
々
し
い
歓
声
の
ど
よ
め
き



　
　
が
周
囲
の
空
気
を
満
た
し
た
（
…
）
。
」
、
二
＋
二
そ
の
後
王
は
命
じ
て
金
の
入
っ
た
籠
を
持
っ
て
こ
さ
せ
、
両
手
で
「
金
の
板
、

　
　
金
の
粒
そ
し
て
金
の
固
ま
り
ま
る
ま
る
」
を
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
に
投
げ
与
え
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
は
目
が
眩
み
、
降
り
注
ぐ
金

　
　
に
我
を
忘
れ
る
。
「
す
る
と
思
い
が
け
な
い
黄
金
の
雨
の
中
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
の
間
に
突
然
争
い
と
奪
い
合
い
が
起
こ
る
の
が
見
え

期
　
た
、
誰
も
が
独
り
占
め
に
し
よ
う
と
し
、
彼
ら
が
大
騒
ぎ
を
し
言
い
争
い
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
王
は
さ
ら
に
金
を
次
々
と
投
げ

以
　
　
与
え
た
、
彼
の
ロ
元
は
軽
蔑
の
微
笑
で
ゆ
が
み
、
真
っ
白
な
歯
が
と
き
ど
き
輝
く
の
が
見
え
た
、
ち
ょ
う
ど
虎
の
よ
う
に
。
」
、
二
＋
三
そ

イ》
　
う
こ
う
す
る
う
ち
に
原
住
民
た
ち
は
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
を
取
り
囲
み
、
襲
い
か
か
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
ア
ル
ヴ
ァ

》功
　
レ
ス
は
す
ん
で
の
と
こ
ろ
で
「
野
蛮
人
た
ち
の
恐
ろ
し
い
囲
み
」
を
脱
す
る
。

陞
　
　
ア
ン
ト
ニ
オ
の
叔
父
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
が
島
を
発
見
し
た
一
五
一
〇
年
に
お
い
て
も
、
ま
た
ア
ン
ト
ニ
オ
た
ち
が
こ
の
島
に
流

あ賊
　
　
さ
れ
た
一
五
四
〇
年
に
お
い
て
も
、
「
異
質
な
る
も
の
」
9
°
。
国
Φ
ヨ
α
o
と
の
遭
遇
は
失
敗
し
、
力
と
力
の
衝
突
に
終
わ
る
。
両
者
の

颯
　
　
間
に
は
欲
望
、
不
信
、
敵
意
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
の
作
品
を
読
み
終
わ
っ
て
誰
し
も
自
問
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
こ
の
物
語

リ
ギ
　
は
い
っ
た
い
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か
、
と
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
こ
の
物
語
で
何
を
言
わ
ん
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
断
っ
た

イ陥
　
よ
う
に
こ
の
「
航
海
」
と
い
う
中
編
は
決
定
稿
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
割
り
引
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
物
語
は
あ
た
か
も
異

お
π
　
文
化
理
解
は
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ペ
イ
ン
人
が
如
何
に
グ
ロ
テ
ス
ク

防
　
　
に
そ
し
て
滑
稽
に
描
か
れ
て
い
よ
う
と
も
、
「
野
蛮
人
」
と
の
対
比
に
お
い
て
彼
ら
に
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
好
意
的
視
線
が
注
が

ン

ェ
　
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
否
定
し
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。

ヒ
別
　
　
し
か
し
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
意
図
は
恐
ら
く
異
文
化
理
解
の
可
能
性
を
示
唆
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
そ
れ
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
側
か
ら
で
は
な
く
、
「
野
蛮
人
」
の
側
か
ら
試
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル

　
　
フ
は
ア
ン
ト
ニ
オ
の
物
語
に
一
人
の
島
の
娘
を
導
入
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
女
は
最
初
は
ス
ペ
イ
ン
人
に
は
「
ウ
ェ
ヌ
ス
夫

8
5
@
人
」
零
き
ぎ
目
゜
。
と
し
て
現
れ
る
も
の
の
、
彼
ら
が
原
住
民
と
の
戦
い
で
生
命
の
危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
彼
ら
を
助
け
、
つ
い
に
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は
彼
ら
と
と
も
に
ス
ペ
イ
ン
へ
と
船
出
す
る
。
彼
女
は
ア
ル
マ
≧
ヨ
薗
と
名
乗
り
、
片
言
の
ス
ペ
イ
ン
語
を
話
し
、
ス
ペ
イ
ン
人

　
　
と
原
住
民
の
問
を
か
ろ
う
じ
て
仲
介
す
る
唯
一
の
人
物
で
あ
る
。
彼
女
は
、
し
か
し
、
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
一
隊
を
壊
滅
さ
せ
彼

　
　
ら
の
船
を
爆
破
す
る
た
め
に
自
ら
を
犠
牲
に
し
た
「
女
王
」
の
姪
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
ス
ペ
イ
ン

　
　
人
た
ち
を
帰
国
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
物
語
を
閉
じ
る
。
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
を
演
出
す
る
。
「
か
く
し

　
　
て
皆
は
異
口
同
音
に
、
新
世
界
を
と
り
あ
え
ず
は
発
見
し
な
か
っ
た
こ
と
に
し
古
き
良
き
世
界
に
陽
気
に
戻
る
こ
と
に
決
し
た
。
」

　
　
　
し
か
し
少
し
く
注
意
深
く
読
む
な
ら
ば
少
女
ア
ル
マ
の
登
場
が
出
し
抜
け
で
あ
り
必
然
性
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

輯
　
　
し
て
や
彼
女
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
と
の
戦
い
に
お
い
て
戦
死
し
た
「
女
王
」
の
姪
で
あ
り
な
が
ら
何
故
彼
ら
の
側
に
つ
い
た
の

　剃
　
　
か
に
至
っ
て
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
。
彼
女
の
、
二
つ
の
文
化
を
仲
介
す
る
者
と
し
て
の
役
割
は
あ
ま
り
に
も
心
許
な
い
。
こ

究
　
　
の
作
品
に
は
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
人
に
対
す
る
、
と
り
わ
け
ア
ン
ト
ニ
オ
に
対
す
る
彼
女
の
好
意
は
何
に
由
来
し
て

研
　
　
い
る
の
か
。
そ
し
て
そ
の
好
意
は
両
者
を
結
局
の
所
憎
悪
と
敵
対
へ
と
追
い
や
る
対
立
を
除
去
す
る
の
に
何
の
役
に
も
立
た
な
い

学
　
の
で
あ
る
・

科文
　
　
　
ス
ペ
イ
ン
人
を
文
明
と
文
化
の
宣
教
師
と
し
て
は
描
か
な
い
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
異
文
化
理
解
を
妨
げ
さ
せ
て
い
る
も
の
は

人
　
　
一
体
何
な
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
物
語
を
さ
ら
に
注
意
深
く
読
む
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
質
な
る
も
の

　
　
の
知
覚
を
前
も
っ
て
一
定
の
方
向
に
導
い
て
お
り
、
そ
れ
が
故
に
相
互
理
解
を
妨
げ
て
い
る
語
り
手
・
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
眼

　
　
差
し
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
先
ず
目
に
つ
く
点
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
が
各
々
名
前
で
呼
ば
れ
る
の
に
対
し
て
、
島
の
住
民
が
一
貫
し
て
「
野
蛮
人
」
≦
一
α
o

　
　
（
形
容
詞
と
し
て
も
ま
た
名
詞
形
と
し
て
も
）
と
名
づ
け
ら
れ
個
人
と
し
て
で
は
な
く
危
険
な
集
団
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で

　
　
あ
る
。
唯
一
の
例
外
が
先
に
触
れ
た
「
女
王
」
の
姪
ア
ル
マ
で
あ
る
。
第
二
の
点
は
、
「
女
王
」
に
象
徴
的
に
形
象
化
さ
れ
て
い
る

　
　
「
異
質
な
る
も
の
」
畠
゜
。
犀
①
ヨ
α
①
が
女
性
的
な
も
の
、
し
か
も
荒
々
し
い
女
性
的
な
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。



　
　
　
最
初
の
探
索
行
の
際
ア
ン
ト
ニ
オ
と
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
は
巌
に
囲
ま
れ
た
谷
で
初
め
て
島
の
住
民
を
見
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
の

　
　
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
驚
い
た
こ
と
に
彼
ら
（
1
ー
ア
ン
ト
ニ
オ
と
ア
ル
ヴ
ァ
レ
ス
．
筆
者
注
）
は
そ
こ
で
黒
い
肌
を
し
た

　
　
野
蛮
人
の
一
団
Φ
ぎ
①
昌
≦
ま
窪
国
，
。
蝦
密
口
傷
§
匹
。
円
ζ
ぎ
p
2
が
風
除
け
を
つ
け
た
松
明
を
手
に
規
則
正
し
く
無
言
で
輪
に
な
っ
て

珊
踊
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
彼
ら
は
時
々
あ
る
と
き
は
盾
を
ま
た
あ
る
と
き
は
松
明
を
ぶ
つ
け
A
・
っ
た
た
め
火
花
が
飛
び
散
り
、
火

以
　
　
の
雨
の
よ
う
に
彼
ら
を
取
り
巻
い
た
の
だ
っ
た
。
」
、
二
＋
四
「
野
蛮
」
≦
　
α
と
い
う
言
葉
は
大
き
な
活
字
を
使
っ
た
全
集
版
で
も
七
〇

イ方
頁
そ
こ
そ
こ
の
物
語
の
中
で
実
に
二
〇
回
以
上
も
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
島
の
住
民
に
、
男
た
ち
に
も
ま
た
「
女
王
」
に
至

ガ
　
貫
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
属
性
で
あ
る
。
彼
ら
を
描
写
す
る
語
彙
は
極
め
て
限
定
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
に
つ
い
て
の
一
定
の
表
象

阯
　
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
彼
ら
は
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
形
容
さ
れ
て
い
る
。
「
野
蛮
人
た
ち
」
α
δ
ヨ
匡
窪
（
二

　賊
　
　
一
九
頁
、
二
四
〇
頁
、
二
四
八
頁
、
二
五
五
頁
、
二
五
八
頁
、
二
六
一
頁
、
二
六
六
頁
、
二
六
八
頁
）
、
「
野
蛮
人
た
ち
が
一
人
一

嘱
人
蚕
壼
器
≦
α
。
三
五
八
頁
）
・
「
武
装
し
た
一
団
」
曇
聾
①
窪
㊤
蚤
三
二
〇
頁
）
、
「
黒
人
の
野
蛮
な
薗
」
g
邑
傷
・
・

リギ
　
国
き
冷
昌
9
巳
巳
9
ζ
餌
嘗
臼
（
二
〇
九
頁
）
、
「
武
装
し
た
黒
人
た
ち
の
恐
ろ
し
い
輪
」
o
ぎ
費
8
葺
げ
母
o
（
H
）
漆
Φ
冨
σ
①
≦
曽
穿
Φ
寅
曾
巳
」
2

イ肪
　
O
o
°
・
巨
8
昌
（
二
五
五
頁
）
、
「
褐
色
の
肌
を
し
た
連
中
」
げ
雷
毒
。
O
o
°
・
巨
8
昌
（
二
二
〇
頁
）
、
「
数
知
れ
な
い
黒
人
た
ち
」
N
昏
ぎ
゜
・
ρ

噛
α
‘
匿
゜
°
蓬
§
三
六
七
頁
）
・
「
野
蛮
な
連
中
」
翁
義
¢
°
。
°
・
豊
三
〇
八
頁
）
、
翼
切
り
者
の
な
ら
ず
者
た
ち
L
翁

フ防
　
く
o
冨
8
旨
9
0
0
①
゜
。
ぎ
α
9
（
二
六
七
頁
）
、
「
野
蛮
人
の
群
れ
」
色
器
乱
冠
①
ζ
。
三
。
（
二
三
三
頁
）
、
「
野
蛮
人
の
一
群
」
鼠
①
惹
己
2

蹄
　
＝
。
『
α
2
（
二
三
四
頁
）
、
「
恐
る
べ
き
一
団
全
体
」
巳
Φ
。
q
き
N
Φ
茸
。
葺
σ
貰
①
ζ
窪
゜
q
Φ
（
二
三
五
頁
）
等
々
。
島
の
住
民
は
、
こ
の
よ
う

ヒ
別
　
　
に
、
名
を
持
た
な
い
、
野
蛮
な
、
混
沌
と
し
た
、
脅
威
の
集
団
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
わ
れ
て
い
る

　
　
「
野
蛮
な
」
乱
冠
と
い
う
形
容
詞
は
、
「
未
開
の
」
5
邑
く
ま
゜
・
δ
旨
、
「
作
法
を
知
ら
な
い
」
暮
。
q
・
°
・
葺
2
、
「
予
測
で
き
な
い
」
ロ
旨
9
8
滞
筈
母
、

　
　
「
粗
暴
な
」
δ
げ
、
「
暴
虐
な
」
α
q
①
器
崔
匿
α
q
、
「
残
酷
な
」
σ
q
冨
8
⇔
旨
等
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
は
「
連
中
」
O
o
°
・
言
傷
9
、

8
7
@
「
不
穏
な
一
群
」
ζ
。
三
・
、
「
粗
暴
な
一
団
」
＝
。
a
窪
と
い
っ
た
否
定
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
つ
集
合
名
詞
に
よ
っ
て
そ
の
危
険
性



滋
，
触
‘
藁
、
，
鍵
は
「
女
王
」
を
特
徴
づ
け
て
い
る
語
で
あ
驚
一
＋
五
「
女

第究
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ら
り
と
光
る
ベ
ル
ト
で
合
わ
せ
た
」
、
「
た
ぐ
い
ま

研
　
れ
な
美
し
さ
の
、
背
の
高
い
、
す
ら
り
と
し
た
少
女
の
姿
」
で
現
れ
る
。
、
二
＋
六
島
の
住
民
が
大
砲
に
よ
っ
て
撃
退
さ
れ
た
最
初
の

酵
戦
闘
の
肇
女
王
L
は
部
下
を
引
き
墜
て
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
ら
を
訪
問
セ
停
戦
を
結
ぶ
．
婆
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
る
．

文
　
　
「
隊
列
の
先
頭
に
戦
い
の
飾
り
を
身
に
つ
け
た
数
名
の
美
し
い
若
者
を
私
は
目
に
し
た
。
彼
ら
は
盾
を
頭
の
上
に
輝
く
屋
根
の
よ
う

人
　
　
に
か
ざ
し
て
い
た
。
そ
の
上
に
な
ん
と
、
あ
の
と
き
私
た
ち
が
巌
の
上
に
見
た
あ
の
驚
異
の
少
女
を
私
は
再
び
認
め
た
の
だ
っ
た
。

　
　
す
ら
り
と
し
た
豹
の
肢
体
を
左
右
に
長
い
黒
髪
で
覆
っ
て
彼
女
は
そ
の
厳
し
い
美
し
さ
で
恐
ろ
し
い
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
の
よ
う
に
盾

　
　
の
上
に
憩
っ
て
い
た
。
」
、
二
＋
七
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
少
尉
は
彼
女
の
魔
力
N
き
げ
巽
に
魅
了
さ
れ
我
を
忘
れ
る
。
彼
女
は
、
事
実
、

　
　
「
魔
法
使
い
」
o
ぎ
Φ
N
き
冨
旦
、
二
＋
八
、
「
悪
魔
の
よ
う
な
魔
女
」
。
ヨ
Φ
8
蝿
白
゜
。
9
0
誕
o
×
Φ
、
エ
＋
九
と
呼
ば
れ
る
。
少
尉
は
つ
い
に
は
彼

　
　
女
の
側
に
寝
返
る
。
「
女
王
」
と
彼
女
の
民
を
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
さ
せ
よ
う
と
す
る
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
で
す
ら
、
彼
女
の
「
素
晴

　
　
ら
し
い
、
驚
異
の
肢
体
か
ら
目
を
離
せ
な
い
」
ぎ
α
9
》
コ
窪
鼻
費
巽
毒
口
紆
号
碧
9
卑
゜
・
。
冨
壁
量
σ
q
こ
と
が
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
ブ
ラ
ッ

　
　
ト
が
指
摘
す
る
「
驚
異
」
の
デ
ィ
ス
ク
ル
ス
は
ア
イ
ヒ
エ
ン
ド
ル
フ
に
お
い
て
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
彼
女



　
　
が
首
に
「
打
ち
倒
し
た
敵
の
歯
と
い
う
真
珠
で
で
き
た
首
飾
り
」
o
貯
。
℃
Φ
膏
霧
。
含
霞
く
8
N
似
ぎ
窪
①
目
゜
・
。
包
騨
σ
q
9
9
哨
Φ
ヨ
α
Φ
を
し
て

　
　
い
る
と
付
け
加
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
、
三
＋

　
　
　
自
ら
豹
に
擬
せ
ら
れ
る
、
「
豹
の
毛
皮
」
に
身
を
つ
つ
ん
だ
野
蛮
に
し
て
美
し
い
少
女
。
そ
の
よ
う
に
「
女
王
」
は
描
か
れ
る
の

瑚
馨
讐
難
盤
　
　
．
騒
繊
弱
遍
嫌
ゼ
射
齢
紐
鯉
舳
師
鐘
騨
馨
製

ゾ
鱒
誌
瓢
聾
幾

グ
　
曝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍
ま
一
身
こ
体
現
し
て
る
。
「
女
王
」
よ
、
一
九
〇
〇
年
頃
こ
流
行
す
る
植
民

リイお
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
陸
の
比
喩
を
借
り
て
「
成
人
女
性
の
性
生
活
」
は
「
毛
理
学
に
と
っ
て

フ

激
難

ン
　
　
轟
　

－
譲
・
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
縫

　
　
@
　@
綴
鞭
灘
・
薬
．
繍
毒
・
．
の
響
禦
投
髪
れ
る
ス
ク
リ
↓
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

8
晦
蕪
羅
勢
灘
鯉
癖
鐡
ゑ
ー



2
第

他
者
と
は
私
た
ち
の
肉
体
そ
の
も
の
な
の
だ
。
そ
こ
か
ら
女
性
が
獣
に

同
一
視
さ
れ
た
」
と
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
風
に
述
べ
る
。
、
三
＋
三
「
異
質
な
る
も
の
」

を
「
野
蛮
」
ー
そ
れ
が
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
で
あ
れ
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
に
で
あ
れ

ー
と
し
て
表
象
し
て
し
ま
う
眼
差
し
は
「
異
質
な
る
も
の
」
と
の
出
会

い
を
自
己
反
省
し
、
相
対
化
し
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
知
る
き
っ
か
け

1
1
@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
o
帽
き
三
α
q
o
巳
o
団
量
毎
昌
゜
q
α
興
U
　
留
掃
自
，
三
＋
四
は
、
「
異
質
な
る
も
の
」

研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
そ
れ
が
本
来
持
ち
得
る
か
も
知
れ
な
い
相
互
理
解
の
可
能
性
を
最

科

る
。
こ
の
物
語
の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
島
は
「
不
気
味
な
火
山
性
大
地
」

山
」
の
上
に
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
植
民
地
探
検
の
初
め
か
ら
存
在
し
て
い
た
、
「
野
蛮
に
し
て
女
性
的
な
も
の
」
と
し
て
の
「
異
質
な
る
も
の
」
と
い
う
表
象
を
ア



　
　
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
ス
ペ
イ
ン
人
の
植
民
地
主
義
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
批
判
に
も
拘
わ
ら
ず
内
面
化
し
て
い
た
と
言
わ
ざ
る
を
え

　
　
な
い
。

　
　
　
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
批
判
と
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
、
こ
の
両
者
が
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
は
混
在
し
て
い
る
。
多
木
浩
二
は

姻
『
ヨ
占
ッ
パ
人
の
描
い
た
世
界
コ
・
ン
ブ
ス
か
ら
ク
ッ
ク
ま
で
』
と
い
う
書
物
で
、
多
く
の
航
海
記
、
旅
行
記
に
付
さ
れ
た
版

畝
　
画
な
ど
の
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
「
他
者
」
を
如
何
に
描
い
た
か
に
触
れ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
多
く
の

イ方
航
海
記
、
旅
行
記
に
あ
ら
わ
れ
る
版
画
、
と
き
に
は
現
地
に
同
行
し
た
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
原
画
を
見
て
い
く
と
、
ヨ
↓
ッ

∬
　
　
パ
人
が
い
か
な
る
固
有
の
ま
な
ざ
し
、
認
識
の
装
置
、
い
か
な
る
感
情
を
も
っ
て
世
界
を
見
た
か
、
そ
し
て
い
か
に
努
力
し
て
も

臥
　
　
完
全
な
他
者
の
理
解
に
は
達
し
な
か
っ
た
か
を
あ
ま
り
自
覚
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
」
、
三
主
ハ
「
描
く
」
と
い
う
こ
と

あ賦
　
　
は
、
そ
れ
が
視
覚
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
言
語
に
よ
る
も
の
で
あ
れ
、
多
木
の
述
べ
る
と
お
り
、
普
遍
的
で
あ
る
と
い

嘱
　
う
よ
り
あ
る
文
化
に
属
し
て
い
る
。
従
っ
て
知
覚
、
認
識
も
同
じ
く
文
化
的
様
式
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
、
三
＋
七

ノ
ギ
　
　
　
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
を
植
民
地
主
義
者
と
し
て
批
判
す
る
こ
と
が
私
の
意
図
で
は
な
い
。
彼
の
ス
ペ
イ
ン
人
批
判
が
中
途
半
端

イ脆
　
な
も
の
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
コ
ン
ラ
ッ
ド
が
『
闇
の
奥
』
の
主
人
公
マ
ー
ロ
ウ
の
伯

禰
母
に
言
わ
せ
て
い
る
「
無
知
諜
な
土
民
大
衆
を
、
そ
の
恐
る
べ
き
生
活
状
態
か
ら
救
い
出
す
」
、
。
＋
．
と
い
う
植
民
地
主
義
を
正

防
　
当
化
す
る
言
説
が
自
己
欺
朧
で
あ
る
こ
と
を
当
時
認
識
し
て
い
た
数
少
な
い
者
の
一
人
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
こ
と
と
私

ρ
は
思
う
・
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
そ
の
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
島
の
住
民
を
描
く
に
当
た
っ
て
コ
・
ン
ブ
ス
以
来
の
西
欧
の
眼
差
し
か

ヒ
胃
　
　
ら
自
由
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
の
持
つ
重
み
を
私
は
強
調
し
た
い
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
無
意
識
の
う
ち

　
　
に
内
面
化
し
て
い
る
文
化
的
様
式
と
し
て
の
眼
差
し
、
そ
れ
を
い
か
に
自
覚
し
相
対
化
で
き
る
か
と
い
う
問
い
を
自
ら
に
立
て
る

　
　
　
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
こ
の
作
品
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
。
「
他
者
と
は
発
見
す
べ
き
も
の
だ
」
と
ト
ド
ロ
フ

9
1
@
　
は
言
い
。
三
＋
九
、
　
「
平
等
の
な
か
で
差
異
を
生
き
る
こ
と
」
を
強
調
す
る
。
、
四
＋
「
優
越
性
／
劣
等
性
に
堕
す
る
こ
と
の
な
い
差
異
」
、



9
2
@
「
私
と
対
等
で
は
あ
る
が
異
な
っ
た
主
体
と
し
て
の
他
者
の
発
見
」
、
四
士
と
い
う
ト
ド
ロ
フ
の
認
識
は
ア
ド
ル
ノ
の
次
の
よ
う
な

　
　
認
識
に
通
ず
る
。
「
平
和
と
は
異
な
っ
た
も
の
ど
う
し
が
互
い
に
支
配
す
る
こ
と
な
く
共
存
す
る
状
態
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
異

　
　
な
っ
た
も
の
ど
う
し
が
互
い
に
参
画
し
合
う
」
。
、
四
二
＋
こ
の
「
他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
，
四
三
＋
を
成
立
さ
せ
る
た

　
　
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
内
な
る
、
意
識
さ
れ
ざ
る
文
化
的
眼
差
し
そ
の
も
の
を
意
識
化
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

　
　
の
契
機
と
な
る
の
が
異
文
化
に
接
し
た
と
き
の
わ
れ
わ
れ
の
「
驚
き
」
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
異
文
化
理
解
と
は
、
「
驚

　
　
き
」
を
強
引
に
わ
れ
わ
れ
の
文
化
コ
ー
ド
に
押
し
込
め
な
い
こ
と
、
む
し
ろ
そ
れ
に
収
ま
り
き
れ
な
い
居
心
地
の
悪
さ
に
耐
え
る

輯
　
　
こ
と
、
そ
し
て
自
己
主
張
す
る
こ
と
以
上
に
、
他
者
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
端
緒
が
開
か
れ
る
何
も
の
か
で
あ
る
。

　剃
．
」
の
課
題
は
ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
に
課
さ
れ
て
い
る
。

究
研学科文人

　
　
　
図
版
出
典

　
　
八
十
八
頁
　
「
ア
メ
リ
カ
」
穿
葺
題
。
O
農
。
　
一
六
〇
〇
年
頃

　
　
八
十
九
頁
　
「
ア
メ
リ
カ
」
〉
α
叫
冨
コ
∩
巳
器
誕
　
一
五
九
五
～
一
六
〇
〇
年
頃

　
　
九
十
頁
　
「
ア
メ
リ
コ
・
ヴ
ェ
ス
プ
ッ
チ
の
上
陸
」
♂
匿
自
8
ω
欝
9
蒙
゜
。
に
拠
っ
た
ぎ
8
α
o
円
O
巴
Φ
の
銅
版
画
　
一
六
〇
〇
年
頃

　
　
　
　
　
　
　
ジ
δ
曹
㌍
Q
。
翼
銘
コ
。
§
げ
①
写
。
日
9
－
9
°
・
頴
ヨ
§
貯
ヨ
ロ
⑦
゜
・
．
≦
σ
筐
謬
g
．
°
N
嘱
ヨ
＜
σ
｝
巴
巳
゜
・
＜
°
『
≦
幕
巨
き
臼
国
琶
9
巨

　
　
　
　
　
　
　
望
。
。
巨
お
匹
9
＞
百
匿
ぎ
昌
α
q
り
ぎ
”
∪
δ
四
巳
。
8
壽
F
の
巳
亀
g
N
‘
ヨ
団
×
9
房
日
蕊
Ψ
貯
゜
。
σ
Q
ぞ
8
目
げ
0
8
器
内
o
o
9
臼
g
巳
Q
o
昏
壁
勺
一
犀
－

　
　
　
　
　
　
　
冨
8
曾
澗
鑓
艮
皆
冨
p
ζ
゜
H
⑩
゜
。
刈
よ
り
引
用
。



註

　
　
　
王
゜
・
言
雪
8
ω
併
・
匿
。
隷
・
・
。
藷
壽
§
§
§
・
；
げ
・
§
・
琶
．
z
。
§
・
国
葺
§
募
・
藷
馨
巨
。
昌
象
。
H
き
Φ
淳
⊆
⇒
。
・
・
。
。
一
⇒
。
円

㊦
　
　
　
Z
°
〈
亀
o
・
匹
器
竃
8
臥
昏
旨
・
し
昌
”
〉
巽
o
旨
愈
（
H
Φ
O
o
幽
）
”
°
。
°
謬
－
刈
。
。
°
を
参
照
。
田
。
冨
巳
o
肇
烈
o
日
ヨ
o
巨
銭
b
d
傷
剛
・
窪
傷
g
臣
9
ヨ
詣
。
戸
＜
8

私
　
　
　
　
〉
器
。
q
母
霞
蕾
魯
き
q
固
き
゜
。
－
O
憲
2
毎
9
ぼ
゜
r
竃
ぎ
9
0
昌
9
H
箋
置
゜
。
°
届
①
や
に
拠
れ
ば
一
八
三
五
年
な
い
し
は
三
六
年
。

神
　
　
＊
二
　
゜
っ
ま
愚
・
＜
8
の
§
蕊
α
。
無
を
参
照
。
遺
稿
の
中
に
は
改
稿
の
た
め
の
メ
モ
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
末
期
、
ナ
イ
セ

方
　
　
　
　
の
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
記
念
館
か
ら
疎
開
の
た
め
に
持
ち
出
さ
れ
た
一
九
四
五
年
以
来
、
所
在
が
判
ら
な
く
な
っ
た
。
一
九
八
〇
年
頃
、

功
　
　
　
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
た
メ
モ
九
葉
の
う
ち
四
葉
が
自
筆
原
稿
取
引
市
場
に
現
れ
た
。
そ
の
う
ち
三
葉
を
一
九
八
五
年
、
畠
゜
。
時
。
δ

阯
　
　
　
出
。
9
°
・
舜
が
購
入
し
、
一
葉
は
個
人
の
所
有
と
な
っ
た
。
個
人
の
所
有
と
な
っ
た
メ
モ
に
は
「
全
体
に
も
う
一
度
手
を
加
え
る
こ
と
！
」

叢
　
　
　
と
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
美
し
い
手
跡
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
メ
モ
に
拠
れ
ば
、
改
稿
の
意
図
は
、
全
体
を
も
っ
と
短
く
し
、
引
き

殿
　
　
　
締
め
、
登
場
人
物
の
性
格
付
け
を
さ
ら
に
鮮
明
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
メ
モ
は
一
八
三
四
年
か
ら
三
七
年
に

以
　
　
　
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
ス
ド
ル
フ
は
、
一
八
三
四
年
に
こ
の
短
編
が
構
想
さ
れ
、
三
五
年
に
完

祥
　
全
な
初
稿
が
成
立
し
・
そ
の
後
全
面
的
改
稿
の
計
画
が
熱
心
に
な
さ
れ
、
そ
れ
が
三
七
年
に
突
然
中
断
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
テ
ク
ス

脆
　
　
　
　
ト
校
訂
に
つ
い
て
の
最
新
の
成
果
は
困
。
霞
巴
勺
。
ぎ
o
巨
が
原
典
批
判
版
の
註
に
お
い
て
提
示
し
て
い
る
。
蜜
ヨ
已
。
冨
壽
蒔
。
9
°
。
零
愈
－

㈱
　
§
同
゜
°
°
①
号
8
睾
゜
巳
゜
暮
甕
゜
・
°
匿
・
°
・
°
冨
〉
遷
げ
・
b
・
α
．
≦
智
讐
σ
・
・
島
護
鐸
内
・
ー
量
目
§
σ
…
N
・
。
ρ

膨
　
の
゜
霞
占
゜
°
ま
た
こ
の
註
に
お
い
て
ポ
ー
ル
ハ
イ
ム
は
「
航
海
」
に
関
す
る
資
料
（
シ
ュ
タ
イ
ン
ス
ド
ル
フ
の
言
及
し
た
戦
後
発
見
さ

ド
ン
　
　
　
れ
た
手
稿
を
含
む
。
ま
た
一
八
六
四
年
版
全
集
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
出
典
の
指
示
の
み
）
を
＝
点
掲
げ
て
い
る
。

b
＊
三
平
凡
社
大
百
科
事
典
第
七
巻
一
九
八
五
年
、
「
植
民
地
」
（
六
四
九
頁
以
下
）
、
「
植
民
地
主
義
」
（
六
五
四
頁
）
の
項
目
参
照
。

胃
　
　
＊
四
　
多
木
浩
二
『
船
が
ゆ
く
　
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
　
支
配
の
航
跡
』
新
書
館
一
九
九
八
年
、
八
頁
。
ツ
ヴ
ェ
タ
ン
・
ト
ド
ロ
フ
『
他

　
　
　
　
　
者
の
記
号
学
　
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
征
服
』
法
政
大
学
出
版
局
。

　
　
　
＊
五
　
多
木
浩
二
、
前
掲
書
八
頁
以
下
。
世
界
の
地
図
化
に
つ
い
て
は
若
林
幹
夫
『
地
図
の
創
造
力
』
講
談
社
一
九
九
五
年
を
も
参
照
。

3
　
　
＊
六
　
「
航
海
」
の
舞
台
は
ア
メ
リ
カ
沿
岸
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
描
く
島
は
南
太
平
洋
を
想
起
さ
せ
る
。
（
「
極
楽
鳥
」
、

9



　9
　
　
　
　
「
パ
ン
ノ
キ
」
、
「
火
山
」
等
。
）
そ
れ
に
加
え
て
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
作
品
に
頻
出
す
る
「
ノ
ロ
ジ
カ
」
因
Φ
げ
、
「
菩
提
樹
」
と
い
っ
た

　
　
　
　
中
欧
を
想
起
さ
せ
る
イ
メ
ー
ジ
が
混
入
し
て
い
る
。
「
パ
ン
ノ
キ
」
に
つ
い
て
は
白
幡
洋
三
郎
『
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

　
　
　
　
植
物
熱
と
日
本
』
講
談
社
（
一
九
九
四
年
）
二
九
頁
以
下
を
参
照
。
ま
た
西
村
三
郎
『
リ
ン
ネ
と
そ
の
使
徒
た
ち
　
探
検
博
物
学
の
夜

　
　
　
　
明
け
』
人
文
書
院
一
九
八
九
年
を
も
参
照
。
『
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
』
に
拠
れ
ば
「
パ
ン
ノ
キ
」
は
ク
ワ
科
の
常
緑
高
木
で
ポ
リ
ネ
シ
ア

　
　
　
　
が
原
産
で
あ
り
、
果
実
は
直
径
十
五
～
二
〇
セ
ン
チ
の
球
形
で
、
加
熱
す
る
と
パ
ン
の
よ
う
な
味
が
す
る
と
い
う
。
こ
の
木
は
キ
ャ
プ

　
　
　
　
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
航
海
時
に
発
見
さ
れ
、
ク
ッ
ク
の
死
後
、
一
七
八
九
年
タ
ヒ
チ
島
か
ら
バ
ウ
ン
テ
ィ
号
に
よ
っ
て
、
（
上
）
で
触
れ
た

　
　
　
　
イ
ギ
リ
ス
・
キ
ュ
ー
植
物
園
に
持
ち
帰
ら
れ
た
。
そ
れ
は
さ
ら
に
西
イ
ン
ド
諸
島
の
植
民
地
の
奴
隷
の
食
料
と
す
る
た
め
に
先
ず
ば
ジ
ャ

輯
　
　
　
　
マ
イ
カ
島
に
移
植
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
極
楽
鳥
」
℃
母
ゆ
α
陣
①
゜
。
＜
o
°
。
9
は
学
名
フ
ウ
チ
ョ
ウ
（
風
鳥
）
勺
碧
9
9
＄
①
乙
器
と
い
い
、
極
楽

　
1
1
@
　
　
　
鳥
の
名
前
か
ら
も
判
る
と
お
り
そ
の
美
し
さ
と
特
異
な
飾
羽
（
雄
）
で
知
ら
れ
る
。
一
部
の
例
外
を
除
い
て
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
と
そ
の
付

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
属
の
島
に
生
息
す
る
。
因
み
に
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
（
極
楽
鳥
花
）
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
紹
介
さ
れ
る
の
も
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
第

耽
　
二
回
目
の
航
垂
七
七
二
年
）
を
き
っ
か
け
と
し
て
い
る
．
篁
回
航
海
に
同
乗
し
た
「
ジ
ェ
ン
を
ン
・
ア
マ
チ
ュ
ア
」
の
博

学
　
　
　
　
物
学
者
ジ
ョ
ゼ
フ
．
バ
ン
ク
ス
、
後
に
王
立
協
会
会
長
と
な
る
バ
ン
ク
ス
が
派
遣
し
た
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
、
フ
ラ
ン
シ
ス
．
マ
ッ
ソ

科
　
　
　
　
ン
が
南
ア
フ
リ
カ
で
採
取
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
キ
ュ
ー
植
物
園
の
バ
ン
ク
ス
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。

文
　
　
　
　
新
し
い
植
物
は
温
室
の
構
造
を
も
変
え
る
。
一
七
世
紀
末
ま
で
は
オ
レ
ン
ジ
栽
培
用
の
、
木
製
の
「
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
i
」
が
王
侯
貴

人
　
　
　
　
族
の
も
と
に
造
ら
れ
た
が
、
一
八
世
紀
中
頃
以
降
「
椰
子
」
に
代
表
さ
れ
る
熱
帯
植
物
が
好
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
ヤ
シ
を
栽
培
す
惹

　
　
　
　
た
め
に
ガ
ラ
ス
を
多
量
に
使
っ
た
大
型
の
温
室
が
各
地
に
建
造
さ
れ
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
一
八
五
一
年
の
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
会

　
　
　
　
場
「
水
晶
宮
」
、
ガ
ラ
ス
と
鉄
に
よ
る
建
築
が
あ
る
。
（
吉
見
俊
哉
『
博
覧
会
の
政
治
学
　
ま
な
ざ
し
の
近
代
』
中
公
新
書
二
〇
〇
一
年

　
　
　
　
（
一
九
九
二
年
）
三
七
頁
以
下
を
参
照
。
温
室
・
植
物
園
に
つ
い
て
は
困
o
毛
9
冨
ヨ
β
ω
8
鼠
罠
穴
ぎ
ω
曄
9
0
勺
母
9
註
。
°
。
ρ
O
o
惹
。
げ
゜
。
冨
ロ
゜
。
臼

　
　
　
　
琶
α
≦
曇
臼
σ
q
受
窪
α
9
H
⑩
」
魯
ヨ
g
巳
窪
p
b
づ
o
円
ぎ
お
・
。
°
・
を
参
照
。
ジ
ョ
セ
ブ
・
パ
ク
ス
ト
ン
の
「
水
晶
宮
」
に
つ
い
て
は
松
村
昌
家

　
　
　
　
『
水
晶
宮
物
語
　
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
一
八
五
一
年
』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
二
〇
〇
〇
年
を
参
照
。
）

　
　
　
　
　
北
は
ハ
ワ
イ
島
、
東
は
イ
ー
ス
タ
ー
島
、
西
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
結
ぶ
三
角
か
ら
な
る
ポ
リ
ネ
シ
ア
に
は
多
く
の
火
山
島
が
存

　
　
　
　
在
す
る
。
こ
の
作
品
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
「
豹
」
霊
三
げ
9
は
、
も
っ
と
も
、
ア
フ
リ
カ
を
中
心
と
し
、
ア
ラ
ビ
ア
、
マ
レ
ー
半
島



　
　
　
　
　
そ
の
他
に
生
息
す
る
。
少
な
く
と
も
中
部
ア
メ
リ
カ
に
は
存
在
し
な
い
。
欧
米
人
に
よ
る
南
太
平
洋
の
表
象
に
つ
い
て
は
、
因
。
ロ

　
　

@
　@
団
含
8
琵
゜
屋
゜
艮
甚
げ
①
゜
・
°
三
曇
。
野
9
δ
匿
一
。
ぎ
馨
蜜
∩
8
ぎ
9
・
。
・
鼻
∩
§
昌
。
d
駐
。
【
・
り
蔦
凪
。
ω
・
。
ド
§
を
参

　
　
　
　
　
照
。

刃
　
　
＊
七
　
平
凡
社
大
百
科
事
典
第
七
巻
「
植
民
地
」
（
六
四
九
頁
以
下
）
、
「
植
民
地
主
義
」
（
六
五
四
頁
）
の
項
目
参
照
。

私
　
　
＊
八
　
ω
9
巨
α
計
力
o
°
9
°
・
…
O
°
三
゜
。
°
7
冨
づ
臼
猟
o
δ
葺
①
p
冒
①
O
o
°
・
画
曽
巨
⇒
σ
q
’
団
三
乱
。
吋
9
量
σ
q
5
⇒
α
＝
ま
。
。
ρ
⊆
o
ロ
。
類
・
b
u
①
肖
嵩
昌
・
。
薗
・
H
。
。
⑩
。
。
・
‘
昌
＜
。
円
似
甲

、
押
　
　
　
α
9
9
Z
8
ま
毎
゜
貫
お
⑩
Φ
及
び
〉
．
○
。
①
置
゜
＝
）
0
9
°
・
。
包
き
α
゜
・
丙
o
δ
巳
。
P
困
o
δ
昌
巨
。
。
・
ぴ
。
。
・
①
9
呂
旨
税
。
。
魯
三
①
g
巳
＝
薗
自
。
。
・
ゆ
o
。
。
。
寓
o
ま
信
昌
σ
q
α
。
円

野
　
婁
゜
り
゜
§
°
・
°
び
三
N
σ
q
①
ぼ
①
窪
σ
゜
・
喜
゜
暑
塞
暮
・
°
・
α
。
量
8
巨
・
…
§
樽
・
襲
喜
§
富
。
α
・
乙
・
響
量
・
…
g
。
＜
。
昌
H
⑩
H
・
。
参
照
。

”
　
　
＊
九
　
エ
ド
ワ
ー
ド
・
W
・
サ
イ
ー
ド
『
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
』
上
、
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
九
九
三
年
、
一
九
七
頁
。

阯
＊
＋
鵠
軍
切
住
白
葛
蔭
゜
蓬
①
円
ゆ
〉
屋
『
薯
蜜
α
。
。
ξ
。
・
ぎ
。
葵
§
ぎ
日
罠
・
・
g
…
穿
暴
』
島
葺
巳
。
臣
の
V
ζ
。
。
篤
僧
葺
く
蛋
⇔
α

叢
　
馨
ρ
醇
書
善
゜
・
一
゜
琶
N
邑
9
°
a
°
鼻
属
゜
・
8
≧
琶
閃
ぎ
・
P
ω
督
巴
・
α
・
・
巳
。
・
．
・
。
“
ω
・
H
苓
・
。
。
α
は
、
9
岩
①
の
、
コ
。

鵬
　
ン
ブ
ス
の
第
三
次
航
海
を
描
い
た
国
匿
゜
°
蚕
σ
・
ぎ
゜
器
゜
・
（
ド
゜
・
§
が
「
航
海
」
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
（
一
七

スリ
　
　
　
　
三
頁
以
下
）

祥
＊
土
万
国
博
覧
会
に
つ
い
て
は
吉
見
俊
哉
前
掲
書
及
び
鹿
島
茂
『
絶
景
、
パ
リ
万
国
博
覧
会
サ
ン
↓
モ
ン
の
鉄
の
夢
』
河
婁
．
房

るけ
　
　
　
　
新
社
一
九
九
二
年
を
参
照
。

㍑
＊
＋
二
国
×
暑
冨
垂
ξ
゜
暮
①
§
葺
①
書
゜
・
。
・
°
〈
°
・
〉
巨
…
貴
↓
喜
α
…
H
§
及
び
〉
・
ぎ
§
…
σ
窪
・
§
。
・
9
・
・
9
。

陶
　
巨
娯
量
げ
馨
・
量
巳
…
馨
・
…
莞
ぎ
9
2
該
・
8
〆
・
訟
臣
∩
越
。
昌
凹
。
円
信
昌
自
・
⇔
・
ヨ
α
・
。
一
。
貯
げ
凱
謬
堺
。
一
α
。
・
げ
信
円
・
q

ン
　
　
　
お
゜
。
鼻
参
照
。
「
善
良
な
る
未
開
人
」
に
つ
い
て
は
困
鋤
目
〒
類
o
貯
N
囚
o
冥
国
三
鎚
g
げ
o
冨
臼
じ
5
ぎ
ド
U
器
ゆ
ま
く
o
ヨ
O
自
併
①
昌
≦
置
。
づ
煽
昌
傷
α
同
。

エ
ビ
　
　
　
団
善
げ
把
謁
α
2
製
く
葺
゜
・
毘
O
昌
ゆ
ゆ
。
円
ぎ
お
。
。
一
を
参
照
。

刃
＊
＋
三
「
航
海
」
か
ら
の
引
用
は
以
下
国
軍
b
・
α
層
≦
ゆ
ω
゜
竃
－
・
・
隷
に
拠
る
。

　
　
　
＊
十
四
　
歴
史
批
判
版
に
至
る
ま
で
多
く
の
註
が
ピ
巨
①
を
「
赤
道
」
と
し
て
い
る
が
、
地
図
を
看
れ
ば
一
目
瞭
然
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
本

　
　
　
　
　
初
子
午
線
（
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
を
通
る
子
午
線
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ァ
レ
ン
シ
ア
を
出
帆
し
た
船
は
こ
の
子
午
線
を
二
度
横
切
り
、

5
　
　
　
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
を
通
過
し
て
大
西
洋
に
出
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
「
（
「
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
」
は
）
島
o
＝
三
〇
を
越
え
て
今
や
髭
昌
大

9



9
6
@
　
　
　
西
洋
へ
と
（
乗
り
出
す
）
」
と
い
う
文
の
コ
目
の
意
味
が
通
じ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
＊
十
五
　
ア
ラ
ゴ
ン
国
王
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
と
カ
ス
テ
ィ
リ
ア
王
国
女
王
イ
サ
ベ
ル
が
、
紀
元
七
七
一
年
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
進
入
し
て
い
た

　
　
　
　
ム
ー
ア
人
を
つ
い
に
グ
ラ
ナ
ダ
に
破
っ
た
の
が
一
四
九
二
年
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
第
一
回
航
海
の
年
の
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
ン
・

　
　
　
　
デ
ィ
エ
ゴ
の
出
帆
は
一
五
一
〇
年
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
四
九
九
年
か
ら
一
五
〇
四
年
に
か
け
て
イ
タ
リ
ア
人
ベ
ス
プ
ッ
チ

　
　
　
　
〉
ヨ
9
σ
q
o
5
°
。
宅
。
9
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
沿
岸
を
探
検
し
、
そ
の
土
地
は
彼
の
名
に
因
ん
で
ア
メ
リ
カ
と
名
づ
け
ら
れ
る
こ
と

　
　
　
　
と
な
る
。
ま
た
デ
ィ
エ
ゴ
と
ア
ン
ト
ニ
オ
の
航
海
の
間
に
横
た
わ
る
三
十
年
間
の
間
に
は
コ
ル
テ
ス
に
よ
る
ア
ス
テ
カ
王
国
の
滅
亡
（
一

　
　
　
　
五
一
九
年
）
、
マ
ゼ
ラ
ン
に
よ
る
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
通
過
（
一
五
二
〇
年
）
、
さ
ら
に
は
後
に
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
に
よ
っ
て
「
空
白
」

輯
　
　
　
　
が
埋
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
南
太
平
洋
の
横
断
が
あ
っ
た
。

皿
　
＊
＋
六
の
゜
房
費
勺
。
§
団
×
。
鉱
゜
・
霧
邑
゜
・
讐
。
ヨ
き
爵
田
。
ぴ
。
§
募
ζ
。
。
曇
鐙
冨
。
貯
・
σ
・
・
毒
歪
8
芭
婁
誤
α
…
H
㊤
」
畳
葺
・

第　
　
　
　
α
①
誘
゜
。
》
ぎ
〉
霞
o
δ
①
O
⑯
O
O
9
り
Q
o
°
H
O
Q
P

究
　
　
＊
十
七
　
『
コ
ロ
ン
ブ
ス
航
海
誌
』
岩
波
文
庫
一
九
八
六
年
、
三
七
頁
。

輔
＊
＋
八
ス
テ
ー
ヴ
ン
・
グ
リ
｝
ブ
ラ
ッ
ー
『
肇
と
占
有
新
世
界
の
讐
』
み
す
ず
書
房
一
九
九
四
年
≡
・
頁
．

科
＊
十
九
ト
ド
ロ
フ
前
掲
書
。

文
＊
二
十
鶴
。
°
騎
。
°
O
。
Q
。
。
曽
○
。
h

人
＊
二
十
一
騨
斜
ρ
○
。
』
N
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
＊
二
十
二
　
　
P
P
O
°
の
゜
卜
σ
N
一
゜

　
　
　
＊
二
十
三
　
　
P
㊤
゜
O
°
ω
゜
卜
○
卜
o
H
°

　
　
　
＊
二
十
四
　
9
。
°
斜
ρ
ω
b
O
ρ

　
　
　
＊
二
十
五
　
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
の
回
想
で
は
ド
ン
・
デ
ィ
エ
ゴ
自
身
が
語
り
手
で
あ
る
。
回
想
の
な
か
の
話
は
す
べ
て
彼
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ

　
　
　
　
ヴ
か
ら
語
ら
れ
る
。
そ
の
限
り
で
は
、
彼
の
回
想
が
一
人
の
ス
ペ
イ
ン
人
を
凡
例
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
典
型
的
な
表
象
と
し
て
の

　
　
　
　
　
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
と
す
る
可
能
性
は
な
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
も
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

　
　
　
　
　
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
は
エ
グ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ
ム
批
判
者
と
し
て
の
真
価
を
発
揮
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
他
者
」
を
ス
ペ



　
　
　
　
イ
ン
人
の
目
か
ら
の
み
一
貫
し
て
描
き
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
語
り
手
が
ス
ペ
イ
ン
人
の
「
眼
差
し
」
か
ら
批
判
的
距
離
を
取
る

　
　
　
　
と
い
う
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
は
、
こ
の
作
品
全
体
の
中
で
は
貫
徹
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
「
他
者
」
に
つ
い
て
の
表
象
は
大
部
分

　
　
　
　
語
り
手
で
あ
る
ア
イ
ヒ
ェ
ン
ド
ル
フ
に
帰
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

刊
　
　
　
＊
二
十
⊥
ハ
　
9
°
9
°
O
°
Q
っ
゜
ト
り
㎝
①
゜

以
ズ
　
　
＊
二
十
七
　
9
卜
O
．
ω
b
＄
°

シ
イ
　
＊
二
十
八
p
g
b
°
Q
。
弓
卜
。
①
ρ

テゾ
　
　
＊
二
十
九
　
P
9
°
ρ
Q
。
°
卜
。
昭

グ
エ
＊
三
十
P
ρ
゜
ρ
Q
っ
゜
b
∂
①
N
°

趾
　
＊
三
十
一
秦
話
無
ω
お
臨
9
9
¢
霊
冨
国
①
白
α
Φ
と
器
閑
巳
δ
ユ
・
日
α
亀
壽
薫
導
。
ロ
・
°
N
煽
ヨ
ぎ
円
匡
鼠
。
・
＜
8
。
≦
ま
。
昌
ゴ
巳
．
国
p
扇
。
昌
．
冒
臣
。
。
犀
⊆
円
。
。

叢
　
α
゜
暑
匿
弩
゜
q
°
菖
魯
山
。
δ
菱
二
§
自
毒
団
霧
寡
菖
§
ぎ
ヨ
・
°
・
内
・
・
蜜
邑
。
・
・
薮
器
臼
巳
け
・
測
§
昌
野
口

囎
　
　
　
　
P
ζ
゜
H
Φ
゜
。
刈
を
参
照
。

以
　
＊
三
十
二
中
2
ρ
臼
α
q
馨
巳
”
o
δ
頃
§
°
・
°
α
巽
い
昏
§
昌
9
蓄
①
（
H
⑩
N
①
）
り
貯
ユ
塞
§
p
望
邑
。
霊
⊆
°
・
。
・
呂
p
即
。
・
ぎ
N
旨
。
・
。
・
げ
き
ρ
㌍
碧
喜
蜜
窪
罫

ギイ
　
　
　
お
゜
。
P
Q
。
°
㎝
ρ

るけ
　
　
＊
三
十
三
　
ト
ド
ロ
フ
、
前
掲
書
二
＝
ご
頁
。

繭
＊
三
＋
四
葺
⊂
轟
喜
゜
閃
藝
①
゜
・
団
§
㊤
邑
§
忌
・
護
ま
゜
・
＄
。
藷
閏
露
・
°
・
・
力
馨
§
α
δ
壽
誓
涛
・
雪
…
言
や

脚
　
N
…
舞
邑
Φ
喜
馨
9
艶
雪
茜
藷
夷
b
・
°
目
。
q
°
ー
°
・
①
『
巨
⑩
゜
・
㎝
゜
ω
゜
°
・
Φ
』
雪
・
・
g
尋
・
琶
。
・
劉
罫
ρ
…
H
・
．
ω
・

ドン
　
　
＊
三
十
五
　
帥
゜
斜
O
°
ω
゜
曽
S

ヒ
＊
三
＋
六
多
木
浩
二
『
ヨ
占
ッ
パ
人
の
描
い
た
世
界
コ
・
ン
ブ
ス
か
ら
ク
ッ
ク
ま
で
』
岩
波
書
店
二
〇
〇
〇
年
（
篁
刷
一
九
空

イ
ァ
　
　
　
年
）
三
頁
以
下
。

　
　
　
＊
三
十
七
　
多
木
浩
二
、
前
掲
書
五
頁
。

　
　
　
＊
三
十
八
　
ジ
ョ
ゼ
フ
゜
コ
ン
ラ
ッ
ド
『
闇
の
奥
』
中
野
好
夫
訳
（
『
コ
ン
ラ
ッ
ド
中
短
編
小
説
集
』
一
、
人
文
書
院
一
九
八
三
年
所
収
）
八

7
　
　
　
七
頁
。
＝
°
壁
o
h
U
碧
巨
。
°
。
°
・
㌔
8
0
q
巳
口
Ω
器
。
。
諺
り
ぴ
8
α
8
ド
⑩
。
。
G
。
》
ω
゜
ω
⑩
・

9



9
8
@
　
＊
三
十
九
　
ト
ド
ロ
フ
、
前
掲
書
三
四
三
頁
。

　
　
＊
四
十
　
ト
ド
ロ
フ
、
前
掲
書
三
四
六
頁
。

　
　
＊
四
十
一
　
下
ド
ロ
フ
、
前
掲
書
三
四
六
頁
、
三
四
三
頁
。

　
　
＊
四
十
二
　
〉
α
o
ヨ
P
目
ゴ
゜
…
O
o
°
。
9
ヨ
日
o
冨
ω
9
ユ
や
o
口
H
O
－
N
国
§
野
二
p
ζ
’
H
⑩
零
“
g
つ
録
ω
゜

　
　
＊
四
十
三
　
〉
α
o
ヨ
P
薗
゜
9
°
O
°
Q
。
絹
鼻
ω
゜

輯
1
2

ユ
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

究
研
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
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